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～ 平成２６年度全国安全週間を迎えるにあたって ～ 

 
 

本年度も７月１日から７月７日まで、「全国安全週間」が実施されます。 

全国安全週間は、昭和３年に初めて実施されて以来、「人命尊重」という崇高

な基本理念の下、「産業界における自主的な労働災害防止活動を推進し、広く一

般の安全意識の高揚と安全活動の定着を図ること」を目的として、一度も中断

することなく全国各地で実施され、今年で８７回目を迎えます。 

 全国の休業４日以上の労働災害は、平成２２年から３年連続の増加となって

いましたが、平成２５年は118,157人で前年に比べ1,419人（1.2％）の減少と

なりました。 

一方、岐阜県内の平成２５年の休業４日以上の労働災害は 2,019人で、前年

に比べ１４人（0.7%）の増加となり、２年連続で増加しました。また、死亡災

害は１６人で昭和４８年以降最少となりましたが、一度に３人の労働者が死亡

する重大な労働災害も発生しています。さらに、本年４月末現在の休業４日以

上の労働災害は５２０人で、前年と比べ６０人（13.0％）増と憂慮すべき状況

が続いています。 

労働災害を防止するためには、安全に関する経験やノウハウを世代を超えて

つないでいくことの大切さを確認しつつ、それぞれの事業場において安全意識

を高め、安全に対する慣れや過信を捨てて労働災害の防止に取り組むとともに、

事業者と労働者が一体となって取り組む日々の安全活動を推進する必要があり

ます。 

このような観点から、平成２６年度の全国安全週間は、 
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をスローガンとして展開することになりました。 

 各事業場におかれましても、全国安全週間を契機として、労働災害防止の重

要性について認識をさらに深めていただき、それぞれの職場において、経営ト

ップが中心となり職場の安全点検を行う等、安全活動を着実に推進していただ

きますよう、よろしくお願いいたします。 

           
  

           岐阜労働局長 佐々木 秀一 


